
一ツ橋中学校 引野小学校 長浜小学校

福山市立一ツ橋中学校区研究推進地域

探究的な学習により，実社会や実生活の中から
問いを見いだし，その解決を目指す

－自己の生き方を考える資質・能力を育成する単元の開発－



校区の課題

探究サイクルにならない
・教員の考えた内容や方法のため，
子どもの「探究したい」になっていない

・問題は何か，自分たちは何をすればよいか
などを見つけられない
・協働して問題解決をする力はついていない
・地域等への発信になっていない



先生たちと考えてみた

① 探究的な学習とは

② 総合的な学習の時間の見直し

③ 生徒が探究している姿とは



探究って何？

この探究サイクルを意識して授業展開をしていたか・・・

指導要領には

校区内の資質・能力を意識した学習展開していたか・・・



校区内の資質・能力とは

学校名 校区共通
ＰＢＬ学習を基

に

一ツ橋中学校

学びに向かう力 課題発見・解決力

対話する力

引野小学校
自己・他者理解

力

長浜小学校 自己効力感

校区内共通の課題

課題発見・解決力



課題を持たせる？？

生徒たちが自分たちで探究を始めるにはどうする？

自分たちで「課題を持つ」にはどうすれば？

校内研修（一ツ橋中） 2021.5.17

「探究的な学習」とは

これまでの

総合的な学習時間の計画

「探究」というキーワード

がなかった・・・



総合的な学習の時間では

長浜小

教員主導の
課題設定

授業を進めていく中で，課題がたくさんでてくる

一ツ橋中

各学年の単元
計画と評価

引野小

ゴールの設定
が曖昧

校区内共通で「資質・能力」を授業の中で伸ばすには・・・



生徒の探究する姿とは



授業から見えたこと

「何を調べてるの？」

「よくわかりません」

生徒にとって，「やらされる学習」は「自分ごと」に繋がらない

「探究」になっていない



これは探究の成果なのか



情報収集・表現で生きた知識を得ているか

「情報収集」「まとめ」の見た目のレベルは向上した

情報収集した内容を「自分ごと」にし，

「生きた知識」となるには・・・

これは，教員の課題

きれいにまとめることが目的になっていないか



生徒が課題をもつために

生徒の「学びたい」や「知りたい」はどこにあるのか？

学びのチャンスは生徒たちの学校生活の中にある

生徒たちの「今」を探究のチャンスに変える

単元計画のマネジメント（常に変化していい）

教員の役割



学びのチャンスを逃さない！

これまでの探究課題「環境問題」との関わりは？

修学旅行を通して，何を学びたいのか？

学校生活から課題設定

「修学旅行のプラン案を見直し，自分たちで構築したい」

修学旅行が延期になっ
た

【生徒からの課題提案】



生徒の思考が変化する

考えることが「楽しい」

どんどん自分たちで意見を出し合い，

次々と課題が見えてきた

目的は？ 時間は？ どこで学習？ お金は？ 行程の順番は？

食事は？ 移動手段は？ 施設状況は？ 感染症対策は？

探究課題 「修学旅行を企画し提案しよう」

学校生活から課題設定



関東地方

北陸地方

探究課題 「修学旅行を企画し提案しよう」

情報収集と表現 本当に必要な情報



専門家との連携

①自分たちで調べて，答えを見つける，つくる

②専門家に聞いてみる
小学校：地域の方々 等
中学校：企業 等

（近畿日本ツーリスト，
SUNTORY）

課題解決のために

情報収集と表現 本当に必要な情報



近畿日本ツーリストから
自分たちのプランに
アドバイスをもらう

→ それが「課題」となり，
探究が繰り返される

探究課題 「修学旅行を企画し提案しよう」

情報収集と表現 本当に必要な情報



生徒の修学旅行 提案プラン

プランに必要なことを各グループが吟味

プランに記された情報は，
おすすめの情報や旅行者への提案

情報収集と表現 本当に必要な情報



生徒の提案を実際のプランに反映

生徒のプランとの変更点

①１日目と３日目の
日程を入れかえた

②浜松市SDGｓ学習を
取り入れた

③時間の調整

②

学習したことをかたちに



実際に行くことで，

達成感や新たな課題を

得ることができる

はずが，

またも延期・・・

生徒たちの修学旅行への探究は今も続いている・・・

探究課題 「修学旅行を企画し提案しよう」

学習したことをかたちに



課題設定 「地域の川を知ろう！」

自分たちの身近には

どんな川があるのだろうか

芦田川と手城川について学ぼう

各校の実践（引野小）
探究テーマ 「 守ろう！私たちの川 」



児童たちからでた疑問（課題）

① 生物 ② 環境 ③ 防災

３つのグループに分かれ，PBL学習に取り組む

① どんな生物がいるのか？

② 上流と下流にあるゴミの違いは？

③ 水害が起こるのは上流？下流？

課題がたくさん
見つかった！

各校の実践（引野小）
探究テーマ 「 守ろう！私たちの川 」



調べたことをみんなで共有

それぞれが学びを進めているから

「へ～」や「そーなんだ」が

自然と沸き起こる

各校の実践（引野小）
探究テーマ 「 守ろう！私たちの川 」



各校の実践（引野小）
探究テーマ 「 守ろう！私たちの川 」



各校の実践（引野小）
探究テーマ 「 守ろう！私たちの川 」

児童のまとめた作品（一部）

芦田川に関するゴミや生物，環境に関わるグループ



各校の実践（引野小）
探究テーマ 「 守ろう！私たちの川 」

防災グループのまとめ

他学年へのアンケート パンフレットの作成



課題設定 「 長浜ウォークラリーを作り，

長浜の地域について知ってもらおう」

各校の実践（長浜小）
探究テーマ 「 地域の魅力 」

もっと長浜を好きになってほしい！

楽しく伝えたい！

野外活動でのウォークラリー，

楽しかったよね

みんなでやりたくない？

ここから探究がはじまる



児童たちの探究活動（クイズ班と道のり班）

長浜の魅力とは？

→クイズ形式にしたら面白そう

ウォークラリーの道順は？

→低学年のことを考えていこう Google Maps，ストリートビューでも
確認できるね！

各校の実践（長浜小）
探究テーマ 「 地域の魅力 」



各校の実践（長浜小）
探究テーマ 「 地域の魅力 」

地域の魅力を
伝えるには

全体計画

自分たちの
経験をもとに

必要なことを考える



探究活動を繰り返す

自分たちの課題を明確に

解決策も自分たちで

伝えたい，楽しみたいが

探究のモチベーション

各校の実践（長浜小）
探究テーマ 「 地域の魅力 」



児童たちの「やりたい」を

探究の課題設定へ

「やりたい」が実現できると

児童の表情はとても輝いている！

児童たちで作成したウォークラリーの地図

各校の実践（長浜小）
探究テーマ 「 地域の魅力 」



思考が変われば行動が変わる

各学級の実行委員（全17名）による

「みんなの修学旅行をみんなで作る」

① 教員が前で指示をしない

② 時間の設定，ルールの見直し

③ 感染症対策（校長先生への提案）

今年度の取組から



生徒の「自分ごと」になる

生徒の学びの変化

「総合的な学習の時間の学習は，おもしろい！」

とても
当てはまる

まぁまぁ
当てはまる

あまり
当てはまらない

まったく
当てはまらない

１学期（環境問題中心） ２６ ４８ ８ ２

２学期（修学旅行中心） ４０ ３９ ６ ０

（人）

今年度の取組から



地域の「とんど祭り」が中止になったことで，

自分たちで「とんど祭り」をやりたい！

児童主体に切り替わり，成長した

相互評価を充実することで

児童が主体的に学ぶモチベーションに

３年生

生活科・総合が
おもしろい

自分で
決めている

自分の考えを
出す

自分の考えを
伝える

みんなで勉強する
ことはおもしろい

１学期 ９０．２ ８４．１ ７６．９ ７６．７ ８７．３

２学期 ９３．５ ９３．２ ８４．９ ８４．４ ９０．５

１学期より伸びた項目（児童アンケートの結果） （％）

今年度の取組から



ここに「探究」が生まれる

生徒たちの「わからん」や「なんで？」を逃さない

「探究」のスタートは主体的な思い

「学びたい」「知りたい」と思い，動き始めることが

「探究」の入口

教員の役割



「探究」は総合だけではない

総合的な学習の時間だけでは，探究心は育たない

学校生活のすべてが「探究」になりえる

教科で，特別活動で，行事で，部活動で・・・

そこに「自分の課題」があれば，「探究」は始まる



校区内の実践を通して

・探究テーマや課題のもち方に難しさを感じた

・子どもたちの「学びたい」と感じるサインを見逃さない

・子どもたちの探究を止めない教職員同士の交流

・地域や企業との関わりは探究に必要



校区内での今後の取組

・中学校区９年間にわたる探究課題の作成

・中学校区での資質・能力の向上を図る評価規準の作成

・教員の関わり方（ファシリテーション）

・教員が一緒に探究を楽しむ


